
ケ
-

- ア 北 部 ス グ タ 谷 の 段 Ｆ Ｆ の 年 代 と 断 層 運 動

佛 教 大 学 文 学 部 植 村 善 博 ／ 〒 ６ ０ ３ 京 都 市 北 区 紫 野 北 花 ノ 坊 町 ９ ６

Ｉ 。 は じ め に

アフリカ大陸を約ｊ１０〔〕Ｏｋｍにわたって南北に横断する東アフリカ大地溝帯，いわゆるリフ

ト バ レ ー は 大 陸 分 裂 の 初 期 的 特 徴 を も つ ． こ れ は ， 北 か ら エ チ オ ピ ア， グ レ ゴ リ ー ， 西 ，

マ ラ ウ イ ， な ど の 各 リ フ ト に 区 分 さ れ ， 北 端 の ア フ ア 低 地 か ら は 紅 海 底 を へて イ ン ド 洋 の

カ ールス バー グ 海 嶺 へ ， ま た 一 方 は 西 ア ジ ア の 死 海 リ フ ト ヘ 連 続 して い く ．

こ の 地 溝 帯 は プ レ ー ト 生 産 境 界 が 陸 上 で 観 察 で き る 貴 重 な 事 例 で あ る こ と か ら ， 地 質 ， 火

山 ， 地 球 物 理 な ど に 関 す る 多 く の 地 球 科 学 的 研 究 が な さ れ て き た ． 一 方 ， 地 溝 帯 内 の 新 第

三 系 ～ 第 四 系 か ら 多 く の 人 類 化 石 が 発 見 さ れ て お り ， そ の 進 化 過 程 と 環 境 変 化 と の 関 わ り

に つ いて 研 究 が 進 め ら れて い る ．

と こ ろ で ， 第 四 紀 に お い て ア フ リ カ の 気 候 環 境 は 大 き く 変 動 し て き た が ， と く に そ の 後

期 （ 最 終 氷 期 以 降 ） を 中 心 に ， 地 溝 帯 内 の 閉 塞 湖 の 消 長 や 水 位 変 動 に も と づ く 気 候 変 化 ，

と く に 降 水 量 や 排 水 系 の 変 化 が 研 究 さ れて き た ．

ナ イ ロ ビ の 北 方 約 ５ ０ ０ ｋ ｍ に 位 置 す る グ レゴ リ ー リ フ ト （ ケ ニ ア リ フ ト ） 北 部 の ス グタ 谷

は，東西を変動性の急崖に限られた幅約２０ｋｍほどの地溝（リフト）底をなす（Ｆｉｇ．１）

． こ れ は 北 北 東 一 南 南 西 方 向 に の び ， 東 縁 の サ ン プ ル 丘 陵 側 に は 段 丘 地 形 と そ れ を 切 る 低

断 層 崖 が 発 達 して い る ． し か し ， こ れ ら に 関 す る 詳 細 な 研 究 は ま だ な い ．

本 報 告 は ， ス グタ 谷 の 段 丘 堆 積 物 か ら え ら れ た 貝 化 石 の １ ４ Ｃ 年 代 を 報 告 し ， そ れ に 関 連

す る 湖 水 位 の 変 化 ， お よ び 断 層 運 動 の 性 質 に つ いて 考 察 す る ． な お ， １ ４ Ｃ 年 代 測 定 に あ た

り ， サ ン プル の 処 理 は 貝 化 石 の 表 面 を 重 量 比 で １ ５ ％ を 塩 酸 で 溶 解 し ， 加 速 器 質 量 分 析 の タ
ーゲットの作成はｌくｉｔａｇａｗａ，（３ｔぷ１（１９９３）の方法により，またタンデムの測定方法は

ト４ａ１はＨｒａ，Ｔ．ｅｔ．ａｌ（１９８７）に従った．
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皿 ． ス グタ 谷 地 域 の 地 形 と 段 丘 面

調 査 地 域 ， サ ン プル 丘 陵 - ス グタ 谷 東 部 の 地 形 分 類 図 を Ｆ ｉ ｇ ． ２ に 示 す． こ こ で は 地 形 帯
が 南 北 方 向 に の び， か つ 東 か ら 西 へ 順 に 形 成 期 の 古 い も の か ら 新 し い も の が 配 列 して い る ，

東部には，高度１２００ｍ前後の先カンブリア系が露出するエルバルタ平原，つぎに中新世の

火砕岩・堆積岩からなり，高度１１００～６００ｍ前後のサンプル丘陵，さらに鮮新世後期の平

坦な溶岩台地で，１１００～７００ｍ前後の高度をもつチィチルとエムルアギリンの台地が順に

配 列 し て い る ． こ れ ら は サ ン プ ル 挑 曲 と よ ば れ る 西 傾 斜 の 構 造 運 動 に 支 配 さ れ て お り ， 地

溝底との境界には比高３００～５００ｍの急崖を形成している．
ス・グタ谷はグレゴリーリフト北部の地溝底をなし，本地域では２８０～３８０ｍ程度の高度

を も つ． 平 坦 な 低 地 は 干 上 が っ た か つ て の 湖 底 面 に 起 源 す る と い う ． 地 溝 両 側 か ら の 多 く

の 支 流 が 合 流 す る ス グタ 川 は 南 か ら 北 に 流 れ ， 最 後 に は ロ ギ ピ 湖 に 流 入 す る ， 谷 の 中 央 部

に は 新 期 の 火 山 活 動 に よ る 溶 岩 原 や 噴 石 丘 列 が 並 んで お り ， 東 縁 部 に は 丘 陵 地 帯 か ら 押 し

出 し て き た 扇 状 地 が 発 達 す る ． 本 地 域 か ら 北 方 へ 地 溝 底 は 連 続 し て お り ， ロ ギ ピ 湖 ま で 約

３０ｋｍ，ツルカナ湖南岸へは約５０ｋｍの距離にある．しかし，ロギピ湖とツルカナ湖との間に

は バ リ ア ー 火 山 群 と よ ぶ 溶 岩 原 が 形 成 さ れ て い て ， 水 系 は 現 在 完 全 に 分 離 し て い る ．

サ ン プ ル 丘 陵 西 縁 の 崖 を 開 析 す る 河 川 は 深 い 峡 谷 を 刻 み ， 谷 口 で は 大 ・ 小 の 扇 状 地 を 形 成

して い る ． こ れ ら の 諸 河 川 は 乾 期 に は 全 く 水 流 を 欠 く 間 欠 河 川 で あ る ． 段 丘 地 形 は 数 段 に

区分され，それを切断する新鮮な活断層が認められる．Ｆｉｇ．３はこのスグタ谷東部の地形

分 類 お よ び 活 断 層 分 布 図 で あ る ． 丘 陵 内 の 河 谷 か ら 谷 口 へ 連 続 す る 段 丘 面 を 高 度 と 連 続 性
から，ＭＩ，Ｍ２，Ｌ１，Ｌ２の４面に区分した．このうち，Ｍ１面は２０ｍ以上の厚い堆積物をも

つ ． 下 部 は 河 成 の 砂 辣 層 ， 上 部 に 珪 藻 土 を も つ 湖 成 層 を と も な う 堆 積 段 丘 を 形 成 し ， 河 床

から１０ｍ以上の比高をもつ．Ｍ２面はＭＩ面の外縁を取りまくような分布をなし，湖成のシル

ト 層 を も つ． Ｌ １ お よ び Ｌ ２ 面 は １ ～ ５ ｍ 程 度 の 河 成 砂 喋 層 か ら な り ， 河 谷 内 に 浸 食 性 の 段

丘 と し て 分 布 す る こ と が 多 い ． こ れ ま で の 研 究 で は ， 本 地 域 の 段 丘 面 区 分 や 年 代 資 料 を 提

示 し た も の は な い ． し た が っ て ， 年 代 に つ い て は ほ と ん ど 判 明 して お ら ず， Ｍ １ 面 構 成 層 （

ｇｒｅｙｓ目ｔ）を１万年前頃とするＦ）沁ｋｆｏｒｄ（１９８４）や，中・下部更新統（大阪層群相当）

とする見解などもある．
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Ⅲ ． 年 代 と 産 出 層 準

今 回 測 定 に 供 し た 試 料 は Ｍ ２ 面 構 成 層 か ら の Ｓ Ｕ Ｇ Ｕ Ｔ Ａ - １ ， お よ び Ｌ １ 面 構 成 層 か ら の

１；ＵＧＵＴＡ -２の二試料であり，いずれもカワニナ属の貝化石（種名は現在鑑定依頼中）であ

る．１；ＵＧＵＴＡ-１はＫｅｅ１１１（）ｎｇｒｏｒ川とＢ１１１・ａｇｏｉ川との間に広がる低平な台地面のうち，Ｍ１面

より低くかつその東側に分布するＭ２面（標高約３９０ｍ）から採取された．この地点のＭ２面

は 地 表 か ら 厚 さ ３ ｍ 以 上 の 灰 緑 色 シ ル ト 層 か ら 構 成 さ れ て お り ， こ の 最 上 部 に 含 ま れ る 貝

化 石 を 採 取 し た ． こ の 貝 は 完 形 で 原 地 性 を 示 し ， シ ル ト 層 は 岩 相 か ら 湖 成 堆 積 物 と 考 え ら

れる．

１；ＵＧＵＴＡ-２はＫｅｅｌｌｌｏｒｌｇｒｏｒ川ぞいに分布するＬ１面を構成する厚さ２ｍの河成砂疎層（標高

４００ｍ）中から採取された．Ｌ１面は河床から３～５ｍ程度の比高をもつ新鮮な段丘面で，

河谷内によく連続する．Ｋｅｅｒｌｌ（）ｎｇｒｏｒ川ぞいでは，１～２ｍの中～大疎からなる砂疎から構成

さ れ て お り ， 典 型 的 な 浸 食 段 丘 を 形 成 す る ． 貝 化 石 は こ の 砂 疎 層 の マ ト リ ク ス と し て 含 ま

れ る も の で ， 多 く は 破 損 して お ら ず， 原 地 性 か 至 近 距 離 を 移 動 し た 貝 と 考 え ら れ る ．

年 代 測 定 の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ っ た ．

Ｓ；ｔＪＧＵＴＡ-１

Ｓ；ＵＧＵＴＡ-２

９０９０土９５（ＮＵＴＡ-３５２４）

８９５０土９０（ＮＵＴＡ-３５２５）

両者は誤差の範囲で重なっており，ほぼ９０００年前の年代値を示す．この結果はＦｉｇ３で

区 分 し た Ｍ ２ 面 と Ｌ １ 面 と が 同 時 の も の で あ る 事 を 意 味 して い る ． 一 般 に ， Ｌ １ 面 は 河 谷 内 に

分 布 す る 河 成 面 で あ り ， Ｍ ２ 面 は 谷 口 か ら 下 流 に 台 地 分 布 を な し 湖 成 段 丘 面 状 に 発 達 す る ．
し た が っ て ， 両 者 は 同 時 異 面 の 関 係 に あ る と 判 断 さ れ ， 段 丘 区 分 に 修 正 を 要 す る こ と に な

る．また，１３訂ａｇｏｉ川の北岸付近では両者は明らかに上古下新の関係で切り合っており，

今後の検討課題である．

ＩＶ．考察

（ １ ） 湖 水 位 の 変 動 ： 測 定 結 果 に よ り ， 両 者 と も 約 ９ ， ０ ０ ０ 年 前 の 年 代 を も ち ， 両 者 が ほ

ぼ同時期のものであると考えてよい．ＳＵ〔；ＵＴＡ -１はスグタ谷底の一部を構成する湖成層で

あり，Ｓ；ＵＧＵＴＡ -２は河岸段丘を構成する砂陳層で，岩相は全く異なるが，同時期のもので

あ る ． こ の こ と か ら ， 以 下 の よ う な 議 論 が 可 能 に な っ た ．

約９０００年前，スグタ谷には湖沼が広がっており，その水位は３９０ｍかそれ以上の高度に
あ っ た ． 当 時 め 降 水 量 は 現 在 よ り も 多 く ， 河 川 は 年 間 を 通 じ て 豊 か な 水 量 を も ち ， 砂 陳 質
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の 河 床 に カ ワ ニナ 類 が 生 息 で き る 環 境 で あ っ た ． こ の 河 床 面 の 高 度 は 約 ４ ０ ０ ｍ で あ っ た ．

以上の地形や地質状況から，当時は湿潤期にあたり，湖水位は高度３９０～４００ｍ付近にあ

ったと考えられる．

東 ア フ リ カ 地 溝 帯 内 の 閉 塞 湖 の 消 長 に つ い て は 多 く の 研 究 が 報 告 さ れ て い る （ 門 村

，１９８７；Ｏｗｅｎ，Ｒ．Ｂ．，ｅｔ．ａ１１９８２など）），それらによると，長い低水位期につづき，１．２万

年 前 頃 か ら 水 位 が 上 昇 し は じ め ， 約 １ 万 年 前 か ら 急 上 昇 し た ． そ して ， ８ 千 ～ ９ 千 年 頃 に 最

高 水 位 に 達 し ， ７ ． ５ 千 年 頃 に か ら 水 位 は 低 下 し た が， 湿 潤 期 は ５ 千 年 頃 ま で つ づ き ， 以 後

急激に乾燥化するという．本地域についてみると，Ｂａｋｅｒ（１９６３）はサンプル丘陵西端

で 高 度 ５ ５ ０ ｍ 付 近 に 湖 成 ベ ン チ を 報 告 し て い る が ， 筆 者 は ま だ 確 認 し て い な い

Ｊｏｄｓ（）ｎ（１９６３）はバリア火山の南側に５７５ｍの高度にベンチの存在を報告している．両者

とも年代は不明である．一方，Ｔｒｕｃｋｌｅ（１９７６）はスグタ谷の西岸において，第四紀層を記

載 し 最 上 部 の Ｄ 層 か ら 産 し た 貝 化 石 の 年 代 と して ９ ６ ６ ０ ＋ ２ １ ０ を 報 告 し た ． さ ら に ， ナ マ

ルヌ火山体上の標高約６００ｍ付近やＫａＨｇｅ川ぞいの約６００ｍ付近まで陛藻土が分布して

いることから，当時の湖水位は高度約６００ｍに達したと考えている．

先に，９０００年前頃に高度４００ｍ前後の湖水位を推定したが，スグタ谷の西部では２００ｍも

高 い 高 度 ６ ０ ０ ｍ に 湖 水 位 が 報 告 さ れて い る こ とを ど う 考 え れ ば よ い の で あ ろ う か．
一つの解釈として，９６００年頃に最高水位が６００ｍ付近にまで達し，その後急激に低下し

て９０００年頃には４００ｍ付近に安定した考えることである．しかし，現在までのところ本

地 域 で は ６ ０ ０ ｍ 付 近 に 湖 水 位 を 示 す 証 拠 を えて い な い ． 他 方 ， 谷 の 東 西 で 湖 水 位 に み ら れ

る ２ ０ ０ ｍ 程 度 の 高 度 差 は ， 地 殻 変 動 に よる 示 差 的 高 度 変 位 に よる と 考 えー る こ と で あ る ． し

かし，西部が相対的に２００ｍも隆起したとすると，その隆起速度は２２ｍ／１０００年という異

常 な 値 に な り ， 現 実 的 と 思 わ れ な い ． こ の 結 論 は 今 後 の 検 討 に 待 つ と こ ろ で あ る ．
一方，約９０００年前頃の湿潤期に，北方のツルカナ湖では約８０ｍ，南方のナクル湖やエレ

メンテイタ湖では約１８０ｍ，またナイバシャ湖（Ｃｌａｒｋｅｅｔａ１，１９９０）では１１５ｍも現湖面

より高水位であったことが報告されている．現在のＳｌｊｇｕｔａ谷の最底高度約２８０から測ると，
’Ｉ｀ｒｕｃｋｌｅのいう水位が３００ｍも上昇していたとするのは過大すぎるように思える．

（ ２ ） 断 層 運 動 と 速 度 ： 調 査 地 域 に は 第 四 紀 後 期 に お い て 活 動 し た 活 断 層 が 多 数 認 め ら

れ る ． そ の 分 布 と 特 色 か ら ， 東 縁 部 の 急 崖 に 沿 う も の と ， 中 央 部 の 火 山 活 動 帯 に 密 集 す る

も の と に 分 け ら れ る ． 後 者 は 砕 屑 丘 列 を 中 心 軸 と し て ， 両 側 か ら 落 ち 込 む 地 溝 状 の 構 造 を
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形成する．これはマグマの上昇によるｌｊｌ）（ｌｏｍｉｎｇに伴う火山性の断層群である．一方，

前 者 は 長 さ ２ ｋ ｍ 以 下 の 連 続 性 の 乏 し い 断 層 で あ る ． 変 位 は すべ て 東 側 隆 起 を 示 し ， 地 形 と

調 和 的 で あ る ． ま た ， 多 くの 地 点 で 段 丘 面 を 切 る 低 断 層 崖 を 形 成 して い る ．
Ｆｉｇ．３のＡ地点ではＭ１，Ｍ２，Ｌ１の三面を切る断層崖があり，その変位量はＭ１面で約１１ｍ，Ｍ２

お よ び し １ 面 で は 約 ３ ｍ 程 度 と 同 じ で あ り ， 変 位 の 累 積 が 認 め ら れ る ． ま た ， Ｂ 地 点 で は

Ｌ１面が断層により約２．３ｍおよび２．６ｍ切られ，西側が落下している．Ｄ地点では，ＭＩ

が約９ｍ，Ｌ１面で２．５ｍの低断層崖を生じている．これらから，Ｍ１面の変位はＬ１面の約

４ 倍 と な って い る こ と ， 平 均 変 位 速 度 は ２ ． ２ ｍ お よ び ２ ， ８ ｍ ／ 千 年 程 度 で， こ の 活 断 層 が

Ｂ 級 下 位 の 活 動 度 を 有 す る こ と が 判 明 し た ．

今 後 ， Ｍ Ｉ 面 の 時 代 を 決 定 す る こ と が， 断 層 運 動 の 性 質 や 地 震 発 生 の 周 期 を 明 ら か に す る 上

で重要であろう．
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